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０
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JRの最大産別として、政
策制度、組織課題を主導
的に解決し、安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
１
月
14
日
、

第
４
回
賃
金
対
策
委
員
会
を
開

催
し
た
。
直
近
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
２
０
１
６
春
季
生
活
闘

争
方
針
案
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
諮
問
に
対
す

る
委
員
会
と
し
て
の
答
申
案
を

議
論
し
た
。

　

賃
金
対
策
委
員
会
で
は
、
Ｊ

Ｒ
連
合
が
策
定
し
た
「
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
１
４

〜
２
０
１
８
）
」
に
基
づ
き
、

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
労
働
条
件

へ
の
到
達
を
目
指
し
て
、
議
論

を
重
ね
て
き
た
。
と
り
わ
け
、

Ｊ
Ｒ
各
社
で
賃
金
を
は
じ
め
と

す
る
諸
労
働
条
件
に
つ
い
て
の

各
単
組
間
の
情
報
共
有
な
ど
に

努
め
る
と
と
も
に
、
連
合
が
こ

れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
基
本
構

想
や
連
合
方
針
の
内
容
を
確
認

し
合
い
、
こ
の
間
３
回
に
亘
る

委
員
会
で
の
議
論
を
経
て
答
申

案
を
策
定
し
て
き
た
。
委
員
全

員
で
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
軸
と

す
る
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
に

こ
だ
わ
る
２
０
１
６
春
季
生
活

闘
争
と
し
、「
底
上
げ・底
支
え
」、

「
格
差
是
正
」
に
む
け
て
、
グ

ル
ー
プ
労
組
組
合
員
の
労
働
条

件
の
改
善
、
協
力
会
社
な
ど
で

働
く
仲
間
の
労
働
条
件
の
改
善

に
も
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

あ
っ
た
。
具
体
的
な
要
求
内
容

と
し
て
は
、
賃
上
げ
要
求
に
つ

い
て
は
「
月
例
賃
金
総
額
６
，

０
０
０
円
以
上
の
引
き
上
げ
」

を
求
め
る
こ
と
、
う
ち
３
，
０

０
０
円
を
純
ベ
ア
統
一
要
求
と

す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組

連
絡
会
も
同
日
、
第
３
回
幹
事

会
を
開
催
し
、
２
０
１
６
春
季

生
活
闘
争
の
方
針
案
と
総
決
起

集
会
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
グ
ル
ー
プ
労
組
の
２
０
１

６
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
方
針
に
基
づ
い
て
、

協
力
会
社
な
ど
を
含
む
グ
ル
ー

プ
全
体
で
の
「
底
上
げ
・
底
支

え
」
「
格
差
是
正
」
を
目
指
す

た
め
の
具
体
的
要
求
内
容
な
ど

を
確
認
し
合
っ
た
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
が
主

催
す
る
春
闘
総
決
起
集
会
を
２

月
20
日
に
大
阪
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労

組
連
絡
会
が
総
が
か
り
で
要
求

実
現
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
た
。

　

両
会
合
で
協
議
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ

連
合
２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争

方
針
案
は
、
１
月
15
日
の
Ｊ
Ｒ

連
合
第
８
回
執
行
委
員
会
で
確

認
さ
れ
、２
月
３
日
の
第
28
回

中
央
委
員
会
で
提
起
さ
れ
る
。

「
Ｊ
Ｒ
連
合
２
０
１
６
春
季
生
活

闘
争
方
針
案
」
は
機
関
紙
第
５
１

２
号（
1
月
20
日
発
行
）を
参
照

Ａ　

現
在
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基
づ

　

く
高
年
齢
者
雇
用
制
度
に
お
い
て
定
年
を

　

定
め
る
場
合
、
60
歳
を
下
回
る
こ
と
が
で

　

き
ま
せ
ん
。
（
法
第
８
条
）

　
　

ま
た
、
65
歳
未
満
の
定
年
を
定
め
て
い

　

る
事
業
主
に
対
し
て
65
歳
ま
で
の
雇
用
を

　

確
保
す
る
た
め
、
①
定
年
の
引
上
げ
、
②

　

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
、
③
定
年
の
定
め

　

の
廃
止
、
い
ず
れ
か
の
措
置
（
高
年
齢
者

　

雇
用
確
保
措
置
）
を
導
入
す
る
こ
と
が
義

　

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

２
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年
の
法
改

　

正
に
よ
り
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
廃
止

　

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
１
・
３
・
４
に
な
り

　

ま
す
。

　

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集

２
０
１
5
﹇
中
級
問
題
﹈
よ
り
出
題
）

Ｑ　60歳定年制をとっている企業が講じるべき措置
　として、高年齢者雇用安定法の趣旨に添うものをす
　べて選びなさい。【正答率38％】

真新しい組合旗を受け取り、労働組合結成にあたっ
ての決意を述べた田振英也委員長（写真左側）

いっそう気を引き締めて取り組む決意
を述べた田原委員長

年頭の挨拶で組合員に力強く呼びかけ
る鎌田会長

四国の鉄道ネットワークの維持について、力強
く語った中濱委員長

協力会社など含むグループ全体での「底上げ・底支え」「格差是正」を目
指すことを確認した

ベースアップを軸とする月例賃金の引き上げにこだわる2016春季生活
闘争とすることを確認した

１　定年を70歳に引き上げる。
２　定年を迎えた労働者のうち希望者のなかから、あらか
　　じめ企業が定めた基準で選考して一部を再雇用する。
３　定年を迎えた労働者のうち希望者を、65歳まで自社の
　　完全子会社で再雇用させる。
４　定年を迎えた労働者のうち希望者を、65歳まで週３日
　　勤務の条件で再雇用する。

知
っ
て
活
か
そ
う
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
㉖

ＪＲ東海連合・ＪＲ東海ユニオン
新春賀詞交歓会

真に共存共栄の精神を高め
雇用安定、生活の維持改善を図る

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
１
月
17
日
に

開
催
し
た
第
８
回
執
行
委
員
会

で
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
か
ら
加
盟

申
請
が
出
さ
れ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
九

州
住
宅
労
働
組
合
の
加
盟
を
承

認
し
た
。
同
組
合
の
加
盟
で
Ｊ

Ｒ
連
合
に
加
盟
す
る
Ｊ
Ｒ
各
単

組
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
単
組

は
合
計
99
単
組
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
グ
ル
ー
プ
で
11
単

組
目
と
な
る
Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
労

働
組
合
（
略
称
：
Ｊ
Ｒ
Ｊ
労
組
）

は
、
12
月
11
日
、
福
岡
市
で
結

成
大
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州

連
合
に
加
盟
し
た
。

　

結
成
大
会
で
は
、
「
団
結
・

創
造
・
発
展
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
組
合
員
の
加
入
拡
大

や
労
働
条
件
の
向
上
、
福
利
厚

生
推
進
な
ど
当
面
す
る
運
動
方

針
の
ほ
か
、
組
合
規
約
、
２

０
１
５
年
度
の
役
員
を
決
定
し

た
。Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
の
許
斐
元

文
会
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

か
ら
組
合
旗
が
贈
呈
さ
れ
、
田

振
英
也
委
員
長
は
、
「
労
働
組

合
結
成
に
あ
た
り
、
歴
史
に
残

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
」と

結
成
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を
表

明
し
た
。

る
こ
と
が
嬉
し
く

思
う
反
面
、
責
任

の
重
さ
を
実
感
す

る
。
希
望
を
持
っ

て
入
っ
た
Ｊ
Ｒ
九

州
住
宅
㈱
を
、も
っ

と
未
来
に
希
望
を

持
て
る
会
社
に
し

て
い
き
た
い
。困
っ

た
と
き
に
組
合
員

が
一
人
で
悩
む
の

で
な
く
、
頼
り
に

な
る
労
働
組
合
を

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
１
月
９

日
、
綾
歌
郡
宇
多
津
町
内
で
２

０
１
６
年
新
春
交
歓
会
を
開
催

し
、
関
係
議
員
を
は
じ
め
各
友

誼
団
体
、
会
社
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
役
員
な
ど
約
１
５
０
人
が
出

席
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
を
代
表
し
て

中
濱
委
員
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

昨
年
は
四
国
島
内
で
大
き
な
災

害
も
な
く
会
社
の
収
入
が
好
調

で
あ
っ
た
こ
と
は
組
合
員
の
頑

張
り
に
よ
る
も
の
で
あ
り
喜
び

合
い
た
い
、
し
か
し
な
が
ら
、

経
営
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
来
年
の
３
月
末

で
Ｊ
Ｒ
三
島
貨
物
税
制
支
援
の

特
例
措
置
が
期
限
切
れ
と
な
る

こ
と
に
ふ
れ
た
。
四
国
の
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
の
た
め

に
は
税
制
支
援
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
今
年
は
税
制
支
援
の

延
長
を
求
め
、
署
名
活
動
、
地

方
議
会
に
お
け
る
意
見
書
採
択
、

自
治
体
へ
の
要

請
行
動
な
ど
を

行
っ
て
い
く
な

ど
、
出
来
る
こ

と
は
す
べ
て
取

り
組
ん
で
い
き

た
い
と
新
年
に

あ
た
っ
て
の
抱

負
と
す
べ
て
の

組
合
員
へ
の
協

力
を
要
請
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
田
原

委
員
長
が
挨
拶
に
立
ち
、昨
年

は
信
頼
を
取
り
戻
し
会
社
の
再

生
に
む
け
た
取
り
組
み
に
傾
注

し
た
１
年
で
あ
っ
た
と
振
り
返

え
る
と
と
も
に
、
い
ま
だ
に
安

全
問
題
や
不
祥
事
が
続
い
て
お

り
、
気
を
引
き
締
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
決
意
を

語
っ
た
。
ま
た
、
今
年
は
道
民

の
悲
願
で
あ
っ
た
北
海
道
新
幹

線
が
開
業
し
、
新
た
な
時
代
の

幕
開
け
と
な
り
、
安
全
・
安
定

運
行
を
基
本
に
大
き
な
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
様
々
な

課
題
の
解
決
に
む
け
、
決
意
を

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、１

月
９
日
、
札
幌
市
内

で
２
０
１
６
年
新
年

交
礼
会
を
開
催
し
、

労
働
団
体
・
国
会
議

員
・
地
方
議
員
・
友

誼
団
体
・
Ｊ
Ｒ
北
労

組
役
員
及
び
会
社
な

ど
約
２
０
０
人
が
出

席
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
・
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
は
、
１
月
12
日
、
豊

橋
市
内
で
２
０
１
６
年
新
春
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
し
、
労
働
団

体
・
国
会
議
員
・
地
方
議
員
・

友
誼
団
体
・
Ｊ
Ｒ
東
海
会
社
か

ら
多
く
の
来
賓
と
各
組
合
役
員

ら
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
の
鎌
田
会
長
が
挨
拶
に

立
ち
、
安
全
最
優
先
の
企
業
風

土
を
職
場
の
隅
々
ま
で
徹
底
し
、

さ
ら
に
労
使
協
議
や
安
全
衛
生

活
動
の
充
実
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争

に
お
い
て
は
働
き
が
い
と
生
き

が
い
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
、

真
に
共
存
共
栄
の
精
神
を
高
め

合
い
Ｊ
Ｒ
東
海
及
び
関
連
グ
ル
ー

プ
会
社
の
発
展
と
組
合
員
の
雇

用
安
定
と
家
族
を
含
め
た
生
活

の
維
持
改
善
を
め
ざ
し
て
い
く

こ
と
な
ど
、
組
織
、政
治
な
ど

様
々
な
課
題
の
解
決
に
む
け
、

全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
力
強

く
語
っ
た
。

新
た
に
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
組
合
員

に
訴
え
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
99
単
組
に

 

Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
労
組
を
結
成
！

Ｊ
Ｒ
連
合
99
単
組
に

 

Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
労
組
を
結
成
！

ＪＲ連合
第
４
回
賃
金
対
策
委
員
会
・
第
３
回
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
幹
事
会

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
方
針
案
を
策
定

第
４
回
賃
金
対
策
委
員
会
・
第
３
回
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
幹
事
会

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
方
針
案
を
策
定
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 513号（２）
　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
苗
穂
工
場
支
部

は
、
１
月
15
日
、
札
幌
市
内
で

新
春
旗
開
き
を
開
催
し
、
今
年

の
運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今

年
の
旗
開
き
は
、
昨
年
５
月
と

11
月
に
苗
穂
工
場
で
Ｊ
Ｒ
北
労

組
に
加
入
し
た
平
成
採
用
者
２

人
の
歓
迎
会
を
兼
ね
て
開
催
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

旗
開
き
に
先
立
ち
、
昨
年
12

月
に
同
工
場
内
で
労
働
災
害
に

よ
り
死
亡
し
た
組
合
員
の
冥
福

を
祈
っ
て
、
参
加
者
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
た
。

　

支
部
執
行
部
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
越
後
真
一
執
行
委

員
長
は
「
日
頃
か
ら
の
支
部
の

活
動
に
対
す
る
ご
指
導
、
ご
支

援
に
感
謝
す
る
。
組
合
員
の
死

亡
労
災
か
ら
１
ヶ
月
足
ら
ず
で

あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
進
め
る

安
全
な
職
場
づ
く
り
に
む
け
た

意
思
を
全
体
で
固
め
合
い
た
い
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
昨
年
加

入
し
た
２
人
に
つ
い
て
も
技
術

指
導
や
世
話
役
活
動
を
含
め
て

入
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
。
大
会

以
降
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
５
人
の

組
織
拡
大
を
果
た
し
て
お
り
、

民
主
化
闘
争
完
遂
に
向
け
た
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
は

労
災
死
亡
事
故
や
ト
ン
ネ
ル
火

災
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ

た
が
、
し
っ
か
り
前
を
見
据
え

た
運
動
を
共
に
つ
く
っ
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
安
全
の
確
立
、

民
主
化
闘
争
の
完
遂
と
組
織
強

化
・
拡
大
、
政
策
課
題
の
実
現

等
の
諸
課
題
解
決
に
各
単
組

と
連
携
し
て
、
今
年
も
全
力

を
傾
注
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

    

中
央
本
部
博
多
支
部
（
福
岡
市
博
多
区
）

組合事務所
めぐり
㉗

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部
博
多
支
部

は
鹿
児
島
本
線
Ｊ
Ｒ
吉
塚
駅
（
Ｊ
Ｒ
博

多
駅
か
ら
電
車
で
３
分
）
の
高
架
下
に

事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

　

九
州
の
玄
関
口
で
も
あ
る
Ｊ
Ｒ
博
多

駅
に
も
近
く
、
Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
・
バ
ス

と
交
通
ア
ク
セ
ス
も
良
い
こ
と
か
ら
周

辺
に
は
福
岡
県
庁
や
福
岡
県
警
察
本
部
、

福
岡
市
市
民
体
育
館
、
九
州
大
学
病
院

を
は
じ
め
、
多
く
の
公
共
施
設
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、
学
校
な
ど
が
多
く
建
ち
並
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
事
務
所
か
ら
徒
歩
５
分
の

と
こ
ろ
に
は
十
日
恵
比
寿
神
社
と
い
う

名
所
が
あ
り
ま
す
。
七
福
神
の
中
の
え

び
す
様
・
商
売
繁
盛
の
神
と
し
て
博
多

商
人
の
崇
拝
を
集
め
、
特
に
毎
年
１
月

８
〜
11
日
で
行
わ
れ
る
正
月
大
祭
で
は

８
日
の
「
初
え
び
す
」
に
始
ま
り
、
９

日
の
「
宵
え
び
す
」
、
10
日
の
「
本
え

び
す
」
、
11
日
の
「
残
り
え
び
す
」
の

４
日
間
、
４
０
０
軒
ほ
ど
の
露
店
が
出

て
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
見
所
は
、
博

多
芸
妓
の
「
徒
歩
詣
り
（
か
ち
ま
い
り
）」。

博
多
の
き
れ
い
ど
こ
ろ
（
芸
妓
）
総
勢

で
三
味
、
笛
、
太
鼓
で
十
日
え
び
す
の

唄
を
は
や
し
な
が
ら
徒
歩
に
て
神
社
に

参
拝
し
、
１
年
の
開
運
、
商
売
繁
昌
を

祈
願
し
ま
す
。
そ
の
姿
を
一
目
見
よ
う

と
、
カ
メ
ラ
片
手
に
多
く
の
人
が
集
ま

と
し
て
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

博
多
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

多くの仲間たちで加入者を歓迎した

多くの参拝客でにぎわう十日恵比寿神社

今
後
も
支
え
て
い
く
決
意

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

当
日
は
、
組
織
内
議
員

の
菅
原
和
忠
北
海
道
議
、

藤
原
広
昭
札
幌
市
議
、労
働

金
庫
、
交
運
共
済
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
が
出
席
、

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
激
励
と
連

帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
は
吉
田
祥
司

組
織
部
長
が
「
２
人
の
加

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は
、

１
月
21
日
、
都
内
に
て
第
１
回

幹
事
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス

の
幹
事
ら
13
名
が
出
席
し
、
ス

キ
ー
バ
ス
事
故
へ
の
対
応
、
２

０
１
６
春
季
生
活
闘
争
に
む
け

た
取
り
組
み
、
昨
年
10
月
に
実

施
し
た
「
賃
金
・
労
働
実
態
調

査
」
結
果
、
バ
ス
に
関
す
る
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

ス
キ
ー
バ
ス
事
故
の
対
応
と

し
て
は
、
今
後
自
動
車
連
絡
会

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
姿
勢
な

ど
に
つ
い
て
声
明
を
発
表
し
、

バ
ス
に
対
す
る
安
心
と
信
頼
を

一
日
も
早
く
取
り
戻
す
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
各
単
組
と
連
携
し
、

運
転
者
の
健
康
管
理
を
は
じ
め

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
な

ど
の
安
全
対
策
の
徹
底
に
む
け
、

各
社
の
労
使
間
で
の
真
摯
な
協

議
を
通
じ
て
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。
あ
わ

せ
て
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
産
業
別
労

働
組
合
と
し
て
も
、
行
政
に
よ

る
バ
ス
事
業
者
に
対
す
る
更
な

る
監
査
強
化
や
、
発
注
者
側
で

あ
る
旅
行
会
社
側
に
対
し
て
も

適
正
運
賃
を
遵
守
さ
せ
る
行
政

の
積
極
的
な
関
与
の
必
要
性
な

ど
、
バ
ス
産
業
の
構
造
的
な
課

題
に
対
す
る
行
政
へ
の
意
見
提

言
に
も
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い

て
も
確
認
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
春
季
生
活

闘
争
に
む
け
た
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
「
賃
金
・
労
働

実
態
調
査
」
結
果
を
報
告
し
た

。Ｊ
Ｒ
バ
ス
労
働
者
の
賃
金
は

バ
ス
産
業
の
中
で
は
比
較
的
高

い
水
準
で
は
あ
る
が
、
全
産
業

と
比
較
す
る
と
ま
だ
ま
だ
低
い

と
い
う
実
態
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
休
日
労
働
や
長
時
間
労
働

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
っ

た
。

　

そ
の
他
、
慢
性
化
し
て
い
る

バ
ス
運
転
者
の
不
足
の
対
応
、

乗
務
員
配
置
基
準
と
改
善
基
準

告
示
と
の
整
合
性
、
運
転
者
の

健
康
起
因
事
故
防
止
の
対
応
、

外
国
人
旅
行
者
急
増
へ
の
対
応
、

バ
ス
事
業
に
関
わ
る
諸
制
度
移

行
後
の
課
題
へ
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
今
回
の
幹
事
会
に
併

せ
て
国
土
交
通
省
自
動
車
局
と

意
見
交
換
会
を
予
定
し
て
い
た

が
、
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
発
生
に

よ
り
開
催
を
延
期
し
た
。
引
き

続
き
、
バ
ス
行
政
に
関
わ
る
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
自
動
車
局
と

の
意
見
交
換
の
場
を
設
定
し
て

い
く
。

な
ど
も
多
く

厳
し
い
労
働

実
態
も
顕
在

化
し
て
い
る
。

幹
事
会
で
は
、

こ
う
し
た
実

態
を
踏
ま
え
、

２
０
１
６
春

季
生
活
闘
争

に
お
い
て
、

賃
金
を
は
じ

め
と
す
る
諸

労
働
条
件
向

上
に
む
け
、

デ
ー
タ
を
根

拠
と
し
た
合

理
的
な
要
求

づ
く
り
を
進

スキーバス事故への対応について語る西原自動車連絡会代表幹事

スキーバス事故に対するＪＲ連合自動車連絡会コメント
２０１６年１月２５日
ＪＲ連合自動車連絡会

　２０１６年１月１５日、長野県軽井沢町でスキーバスが転落し、乗員乗客
１５名が死亡、２６名が重軽傷を負うという大変痛ましい事故が発生した。
亡くなられた方々のご冥福をお祈りし、ご遺族に対して衷心よりお悔やみ申
し上げるとともに、負傷された方々のご快癒をお祈り申し上げる。
　ＪＲバス各社では、ＪＲ連合の多くの仲間たちが日夜、高速乗合バス、路
線バス、貸切バスの安全運行を担っており、ＪＲ連合自動車連絡会として今
回の事故と発生に至る背景を深刻に受けとめるとともに、私たちはＪＲバス
労働者を代表する産業別労働組合としても、二度とこうした悲惨な事故が発
生することのないよう、組織をあげて、バスの安全運行に全力で取り組むこ
とを表明する。
　私たちＪＲ連合自動車連絡会は、関越自動車道ツアーバス事故以降、国土
交通省の過労運転防止検討会や貸切バス運賃料金の見直しワーキングの取り
組みに対して、交運労協の一員として積極的に参画し、バスの安全運行や信
頼回復にむけて、働く者の立場から意見を述べてきた。そして、国土交通省
をはじめとする関係省庁、バス事業者、バス労働者ら関係者の尽力によって、
新たな高速乗合バス制度や新たな貸切バス運賃料金制度へと移行し、バス事
業の安全確立、事業の適正化、信頼回復にむけた枠組みが整えられてきた。
こうした取り組みを進める最中での今回の事故発生は、痛恨の極みであり、
まことに遺憾である。
　事故原因の詳細は現在調査中だが、国土交通省の監査では、ずさんな運行
管理や、旅行会社との基準を下回る料金設定での運行受託が明らかになるな
ど、関越自動車道ツアーバス事故の教訓がまったく生かされていない実態が
浮き彫りとなった。
　バス業界においては、２００２年にバス事業への新規参入などが規制緩和
されたことにより、中小バス事業者が増加し、昨今のインバウンド需要も相
俟って、バス事業者間の価格競争が激しくなっている。さらには、全国的に
バス運転者が不足し、厳しい勤務を強いられる可能性が高まっている。バス
事業者の安全対策の徹底が大前提であることは言うまでもないが、行政によ
るバス事業者に対する更なる監査強化を図るとともに、発注者側である旅行
会社側に対しても適正運賃を遵守させる行政の積極的な関与が必要である。
　昨今、車両火災、追突事故など多くの事故が発生しており、国民・利用者
のバスに対する信頼が大きく揺らいでいる。安全の確保は、何よりも優先す
べき課題である。私たちＪＲ連合自動車連絡会は、こうした事態を深刻に受
けとめ、バスに対する安心と信頼を一日も早く取り戻すよう、ＪＲバスの各
単組と連携し、各社の労使間での真摯な協議を通じて安全対策の徹底にむけ
て全力で取り組むこととする。また、併せて、ＪＲバスを代表する産業別労
働組合として、バス産業の構造的な課題に対する行政への意見提言にも取り
組むこととする。

スキーバス事故に対するＪＲ連合自動車連絡会コメント
　ＪＲ連合自動車連絡会は第1回幹事会の協議を踏まえ、1月25日、長野
県軽井沢町で発生したスキーバス事故に対する声明を発表した。

自
動
車
連
絡
会
第
１
回
幹
事
会

 
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
へ
の
対
応
、

   

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
を
確
認

Ｊ
Ｒ
北
労
組
苗
穂
工
場
支
部

 

旗
開
き
・
加
入
者
歓
迎
会
を
開
催

り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
順
調
に
い
け
ば

今
年
中
に
株
式
上
場
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
労
働
組
合
と
し
て

上
場
会
社
に
相
応
し
い
労
働
条

件
と
安
全
で
安
定
し
た
雇
用
、

そ
し
て
安
心
し
た
生
活
が
営
め

る
よ
う
17
分
会
約
二
千
人
の
組

合
員
で
組
織
さ
れ
る
博
多
支
部


